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^

^

ズ
'
'.,ン

::
.

,

:

 

'
 

. 
‘

以
上
私
は
ツ
シ
ン
マ
t
:の「

ド
ィ
ツ
技
術
哲
學
者」

に
對
し
て
内
容
的
な
批
判
を
加
；へ
る
'こ
"と
な
ぐ
、
寧
る
第f 1 :義
的
な
紹
介
と
批
評 

を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
處
に
從
來
0
技
術
哲
擧
に
對
す
る
總
括
的
な
，
私
め
.持
^>
て
'
ゐ

る

疑

問

を

提

出

し

て

置

き

度

5
i
思
ふ
。

技
術
锊
學
$
.課
題
は
1
文
化
瑰
象
と
し
て
.の
棱
術
>
例
ぺ
ぱ
ツ
シ
シ
‘マ
ー

の
云
：ふ

所

に

從

へ

ぱ

、

「

ょ

り
^

f

る
釜
體
の
、
文
化
發
展 

1

絞
の
有
■
㈣
部
分
現
象
と
し
て
の
技
術^

w
H
i
l
o
s
o
p
M
e

 dei ： T
e
c
h
a
k
,

 

3 
•
>
&
:

 

13 

^

ず
；̂
に
ぁ
る
？
か
<:
;て
從
來 

ぞ
6
問

題

は

技

術

の

本

質

並

に

技

術

，の

文

化

的

意

«
の
理
解
に
あ
る
と
せ
ら
れ
て
を
る
。ぞ
1>
:
て
ま
恕
假
^,
に
ツ
シ
ン
マ
ー
に
從
へ
ば
、 

從

來

の

技

：霄

學

上

の

見

解

の

粮

違

は

-:
つ

の

理

由

に

基

づ

く

も

の

で

お

つ

て

、

そ
0 ;

ー
 

つ
は
各
種
見
解
の
菡
礎
ぞ
な
す
世
界
觀
、
乃 

至
1
般
的
哲
學
的
既
«

6
相

違

で

お

：り
、
.
.
他

の

ゼ

つ

^
、

同
こ
^

世

界

稱

の

^
に
立
ち
贫
が
レ
ツ
技
術
現
象
と
見
做
す
ベ
き
.事
實
の
限

记
び
•相
違
す
る
曝
合
で
あ
る
o (Deutsche 

philosope

p.der 

Technik, 

V
o

パwort
,
)

確
か
に
吾
々
も
亦
こ
の
點
を
認
め
な
け
れ
ば

.

.

.

な
ら
な
い
？
し
扒
し
此
處
艾
私
が
疑
問
と
す
る
所
は
更
ら
に
次
ぎ

'の

點

ぬ

あ

る.0
で
あ
る
。'

'

■

ツ

'

^

:

',
第

--
に
'.
'
*從
來
の
技
術
哲
翁
論
の
电
に
は
、

:'
ぞ
<0
'
世
界
觀
の
如
何5:
;
問
ぼ
食
モ
零
に
そ
の
所
謂
.技
術
0-
本

質

於

け

^

勤

 

そ
れ
だ
.げ
仓
^
抓
|>
;
’と
ず
る
加0'
-
如
き
も
の
舲
紇
る
。8^
^

し
：か
し
技
術
本
質
論
ば
骑
時
ぬ
：挞
術
の
文
化
的
窻
義
ぞ
明
扒
に
す
る
も 

の
で
な
ホ
れ
ば
纪
レ
な(/
:
>
.
。-
第
ニ
に
>

從
來
の
所
亂
技
術
節
翻
論
#

る
も
の
ば
椒

』

め
神
秘
瞅
,>
形
而
-̂
學
的
、
.
ま
た
觀
念
論
的
で
ぁ 

づ
て
>

某
處
で
は
問
題̂
¥

ら
れ
る
技
術
の
史
化
的
意
義
は
柚
象
的
で
、あ
り

>

趑
歷
史
的
で
あ
る
。
し
か
も
か
く
の
如
く
理
解
せ
ら
れ 

た
技
術
の
丈
化
的
意
義
と
，
技
術
現
象

0'
現
實
に
持.つ
：所

の

：藤

史

的

，
：
：
社

會

的

意

_

と
の
：關
聯
，_

ゆ

^
技

術

の

文

化

的

意

義

,0
.實

斑

の
間
題
の
如
き
は
、
全
ぐ
等
閑
に
附
せ

^
れ
セ
.ゐ

：る
：と
耷
つ
セ

^
\̂
0.
.ー
但：̂

■
 

-
 

:

.-
 

\
 

.
 

.
 

. 

‘
.

■

■

 

;

:

ノ
：

」

ド
ィ
ツ
技
術
哲
擧
史' 

.七

.S
: (

ニ
七
五〕



V
.:;:::、
'

.
S
.
S 

.の
I

で
せ
な
^C

そ
れ
ば
拔
術
社
會
學
o,
問
題
龙
ぁ
を
と
見
做
さ
れ
务
か
S
鋪
4

#

5;0
,
1び
供

じ

：私

ば

傲

既

揉

術

の

免

化

时

意

衝

と

. 

そ
：
の
；現

實

的;̂
1

意
_
を
^

1
を

間

題

お̂

备

こ

七

が

：、
"
.技

霖

學

者
£
依
_
て

輕

驟

墘

ら

奴

べ

叁

愁

；
ば
靶
ぐ
ハ
：羅

.な
 ̂

題

ど

す

签

こ

左

が

彼

等

に

：課

せ

玟

れ

だ

最

後

ひ

住

務

で

.お
农
：ど
考
_
各
。

\

:
リ

,

•■•
 
,

 

‘
>
5
:
:
>'
;
.
'
'
.
.

<

 

^

^

^

@

如
' &
;

窩
味
&

ぃ
；で‘
铤
來

0
:多
ぐ
伙
挽
術
節
學
諭
_
尙
嗦
私
に
は
^

の
n
K;
^:
:
ッ一

技
術
#

^
者」

电
に
取̂
'
-
.擧
げ
た
諸
家§
見
解
&;
依
0,
;で
^「

：_

_

«€>
.

_
歡
擧
ね
默
丸
る̂
撒
« -
充
分
_
消
さ
れ
得
な 

ぃ
>
^.
た
ッ
グ
>

^
1-
;
:

_康
の
棱
術
哿
學±;
の
見
解
抝
於
ぃ
て1
、
：«

呔
匦
史
的
籠
實
ど̂
セ
0 '
:
,
彬
術
现

れ
ど
.も
、
-'
.
'そ
れ
：ぬ
.決
し
て
ょ
ぐ
枝
術
吹
歷
史
的
>
«:
會
的
意
爵
の
*
現
お
問
題
ど
し
て
V
#

々
を
滿
足
せ
し
め
得
る
程
度
に
至
つ
て
は

ゐ

あ

な
:;
;:'
'

,:
'
'.
:
';
.
'
:
'で

：
'

:.( ：； .：： v
'
「
z

 

:.
:
.
, 

- 

.

.

.

.

•

.

.

.
• 

.

.
- 

:

••

一

)

か
ぐ&

如
き
樅
來
の
技
術
’哲
’學
に
對
す
を
一
般
的
不
滿
咬
も
称
^
ず
、
' 挺
は
一
技
術
哲
學
史
に
_
す
る

|
:文
献
と
^:
て
、
グ

シ
シ
マ
丨
' 

兮
ド
^
ッ
棱
術
#'
學
者」

ゼ
讀
者
の
.】

.論

0-
た
办
に
藤
め
度
ぃ
0
:
:
:
そ
れ
は
主
と
し
て
：從
來
こ
の
_
の
獨
立
文
献
0 :
皆
觫
で
ぎ
つ 

に
傲
る
§
で
'か
を
が
、
史
；た
技
術
哲
學
の
：問
勸
に
_
す
る
：ブ
つ
の
入
門
書
と
^
て
.相
當
價
値
^

パ」
(

韩
ゝ
め
ィ
ッ
技
術
哲
學
を
最
初
に
吾
國
に
紹
介
せ
か
れ
た
ヴ
馬
場
敬
治
教
授
の
著
作r ：

技
術
と
經
濟」

；の
@
頭
に
.於
ゆ
：る
技
術
哲
學
論
は
粗
に
ン 

ぐ
-.
:
.技
«
本
質
输
：で
あ
る
。
ゾ
佴

^
敎
授
ほ
技
術
の
.文
化
的
意
義
を
輕
視
：せ
ら
れ
た

0
.で
な
“
各
と
：は.、
'右
の
'著
作

中

に

為

に

明̂̂

:
.、：：

ほ
；最
近
め
著
作
で
.あ
：るn技
術
とtt
:
#
J 

(

第』

卷)

：̂
對
す
る
、
：
^
の
.本
誌
土
に
於
げ
名
紹
介
文
：に
對
：し
：て
.

(

本
認 

ン
狻
が
：私
忆
寄
せ
ら
努
嘗
信
に
依4.

ば
>
'右
；の
售
作
に
次
ぃ
.で
纏
：て
公
刊
せ
-ら
れ
'$
は
至
石
，
霧

と

馨

:©
問
題
：に
關
す
冬 

.

.部
分
に
於
い
て
、技
術
め
社
會
的
意
義
に
關
ず
る
齊
學
的
見
解
の
批
判
的
研
究
を
公
に
せ
ら
れ
る
と
の
；.こ
と
で
ぁ
る
が
、私
は
讀
者
に
對
し
て
そ 

V
,

の
.成
果
を
期
待
せ
ら
-H
ん
こ
と
を
附
言
し
て
置
き
度
い
と
思
ふ
。
： 

：
.

1
昭
和
十
二
年
七
月
十
一
一
日
稿

I

3

E
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k
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.自
曲

貿

易

主

：華

は

ア

ダ

ム

.

>•.

ろ

其
ゎ
後
リ
ス
ト
、

ハ
ミ
ル
ト
ン
等
幾
多
の
保
_
資
易
理
論
家
.の
11
頭

を

見

た

の”で
ぁ
る
。
併
し
乍
ら
、
'自
由
質
，易
：

i

上
に
於
け
る
古
典

.

.

.

.
-

•>

•
'
. 

' 

- 

«.. 

.

.

. 

..

.

. 

，•
.
.
ダ.
.
'
.
:
'

.

.

.

'

 

-

 

-- 

.

.
'
.
.
.
.
I
*

學
派
の
他
位

.は
亥
配
的
で
ぁ
岑
に
.對
1>
て
、
保
護
貿
易
論
の
.內
容
は
.極
め
て
：雜

多.で：ぁ
る

結

果

、
.
换

護

質

易

主

顏

.

.

.

.

.
.
.

 

... 
.

+

 

•

.

.

.

 

.

.

.

.

 

.

.

'

.

:

 
•

 

,

も
_
と
し
て
;'
自
由
貿
易
主
義
の
是
非
を
廻
る
.攻
防

：ニ

参

の

論

陣

は
”
主
と
し
て
古
典
學
派
貿
易
理
論
の
批
剕
と
擁
謹
そ
袞
ふ
形
を
^

-' 

•厂
 

/ 

.
 

•
 

•
 

.
 

..... 

... 

.
 

- 

■ 

* 

• 

- 

> 

> 

«

Q

て
_
ほ
れ
た
0
:
:
古
典
學
派
自
由
貿
易
理
論
の
根
醉
を
な
す
も
0
:被
此
較
生
產
費
腐
理
で
：ぁ
^0
從
つ
て
自
由
貿
易主

！！

の
論
據
と
し 

て
#
比

塵

囊

顏

i

v'
f
r
f 

I，

■

の
I

が
行
は
れ
た
。
此
處
.に
紹
介
せ
ん
と
す
る
e

ル
の
著
書
も
亦
、
.I

理
に 

對
^
る
'批
刹
が
主
要
な
^
內
容
を
な
^
て
'居

.
'̂;
0

,
-;
'

^

彳

#
來

比

較

生

產

费

原

理

に

對

し

す

加

べ

，
ら

れ

た

非

難

は

、
：
：
主

^
し
て
.次
の
一
一
つ
の
點
に
向
け
ら
れ
た
。(

一)

比
較
生
辭
費
原
理
の
現 

*
へ
©
廣
當
性
ノ(

ニ)

比
：較

银

產

費

源

理

の

政

策

蕋

準

と

、し

て

.の
妥
當
性
が
之
で
ぁ
る
。
，

,

.

.

.

.

:

'
>比
較
生
鹿
費
原
理
の
現
實
へ
の
妥
當
蚀
と
は
、.現
實
の
國
際
貿
易
が
果
し
て
該
原
理
.に
依
つ
て
規
制
せ
ら
れ
、
そ
の
示
す
質
易
0
利 

益
：が
實
現
す
必

や
否
や

云̂
‘ふ
問
;:
@
,
で

ぁ

る

;0

即
ち
そ
水
は
該
原
理Q

‘

國

際

價

格

理

論

と

，し

て

の

妥
裳
牲
に
外
な
か
な
い
。
比
較
生
^

.

.

七
.七
.

(

ニ
：七
.七
‘

)


